
むくしま からつし

向島（佐賀県唐津市）における防護措置
Ø 唐津市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、消防団等を

通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である入野小学校向島分校（校舎）まで徒歩で移動した後、向島港から

佐賀県、唐津市が確保する船舶により星賀港まで移動。その後、佐賀県、唐津市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる白石町

内の白石町立白石中学校まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や避難の実施により健康ﾘｽｸが高ま

る住民は、放射線防護対策施設である入野小学校向島分校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、入野小学校向島分校に備蓄。

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

PAZ

ほしかこう

星賀港

むくしまこう

向島港

ほしかこう

星賀港

しろいしちょう
避難先��白石町

しろいし しろいし
（白石町立白石中学校）

＜放射線防護対策施設＞
いりの むくしま

入野小学校向島分校（校舎）
収容可能者数��73人

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

いりの むくしま
・ 入野小学校向島分校（校舎）

＜参考＞定期航路
向島港～星賀港
（定員12人）
標準所要時間約10分

からつし

いりの むくしま むくしまこう

からつし ほしかこう からつし

しろいし しろいし

いりの むくしま

いりの むくしま

むくしまこう ほしかこう

しろいしちょう

むくしまこう

向島港

むくしま
向島

人口��52人
面積��0.3 km2

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（向島港）

むくしまこう

H

【凡例】
��港
��集合場所

H ��臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
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たかしま くろしま まつうらし

鷹島・黒島（長崎県松浦市）における防護措置

とののうらこう

殿ﾉ浦港

くろしまこう

黒島港

いまふくこう

今福港みくりやこう

御厨港
ふなとうづこう

舩唐津港

とののうらこう

殿ﾉ浦港

いまふくこう

今福港
みくりやこう

御厨港

PAZ

ふなとうづこう

舩唐津港

Ø 長崎県及び松浦市地域防災計画では、鷹島、黒島が避難することとなった場合、その地理的な条件から、通常より移動に時間がかかる

ことが想定されるため、避難を円滑に行うために鷹島、黒島をPAZに準じた防護措置を実施する地域と位置付けている。

Ø 施設敷地緊急事態及び全面緊急事態で避難指示が出た場合、自家用車で避難できる者は自家用車で避難先まで移動。自家用車で

避難できない者は、集合場所まで徒歩又はﾊﾞｽで移動し、 その後、ﾊﾞｽ又は船舶により避難先へ避難。仮に陸路避難が困難な場合は、

海路避難等を実施。なお避難の実施により健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、松浦市鷹島支所等に備蓄。

鷹島:自家用車無し
避難先

はさみちょう
（波佐見町）

黒島

主
な
避
難
方
法

鷹島:自家用車あり

くろしまこう

黒島港
みくりやこう

御厨港

集合
場所

鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・文化交流ｾﾝﾀｰ
舩唐津公民館

集合
場所 黒島港

とののうらこう・ふなとうづこう

殿ﾉ浦港・舩唐津港
いまふくこう・みくりやこう

今福港・御厨港

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・ 松浦市鷹島支所
・ 松浦市消防本部鷹島出張所
・ 高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

※鷹島、黒島における観光客や民間企業の従業員等の一時滞在者は、そのほとんどが自家用車又は観光ﾊﾞｽ等を利用していることを確認。
一時滞在者は、施設敷地緊急事態になった場合、自家用車又は観光ﾊﾞｽ等による帰宅を指示。

陸路避難

海路避難

陸路避難

海路避難

たかしま くろしま

たかしま くろしま

避難先��波佐見町
（波佐見町体育ｾﾝﾀｰ、他4施設）

まつうらしたかしま

まつうらし たかしま

すいせんえん

＜参考＞
黒島港～舩唐津港（約25分）
舩唐津港～御厨港（約35分）
殿ﾉ浦港～今福港 （約20分）
（定員96人）

くろしまこう ふなとうづこう

ふなとうづこう みくりやこう

とののうらこう いまふくこう

＜参考＞ 定期航路
殿ﾉ浦港～今福港 （約20分）
（定員96人）

とののうらこう いまふくこう

たかしま くろしま

たかしま

ふなとうづ

くろしまこう

たかしま

たかしま

くろしま

ふなとうづ

舩唐津公民館

くろしま

黒島
人口��41人
面積��0.82km2

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（鷹島ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）

たかしま

＜放射線防護対策施設＞
黒島住民ｾﾝﾀｰ

収容可能者数:65人

くろしま

はさみちょう

はさみちょう

＜放射線防護対策施設＞
高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑

収容可能者数:50人

すいせんえん

【凡例】
��港
��集合場所

H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
��防災離着陸

候補地

防災離着陸候補地
（鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・文化交流ｾﾝﾀｰ）

たかしま

H

たかしまひぜん
鷹島肥前大橋

たかしま
鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・文化交流ｾﾝﾀ-

くろしまこう

黒島港

たかしま
鷹島

人口��1,821人
面積��16.32 km2

まつうらし

まつうらし たかしま
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Ø 鷹島、黒島における2つの小中学校及び1つの保育所（合計194人）は、警戒事態で授業・保育を中止し、保護者へ引き渡す。保護者へ引渡しが

できない児童等は、施設敷地緊急事態になった場合、長崎県又は松浦市が手配するﾊﾞｽ、船舶で避難し、避難先において保護者に引き渡す。

Ø 鷹島、黒島における医療機関及び社会福祉施設（2施設31人）は、すべて避難計画を策定済。また在宅の避難行動要支援者145人全員に支援者が
いることを確認。

Ø 支援者の同行により避難可能な住民は、支援者の車両や、長崎県、松浦市などが手配するﾊﾞｽ、福祉車両等で避難先へ移動（九州電力が配備

する福祉車両6台を含む）。避難の実施により健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である水仙苑又は黒島住民ｾﾝﾀｰへ屋内退避を実施。

鷹島・黒島（長崎県松浦市）において避難を円滑に行うための対応策①
（避難行動要支援者等の避難）

H

鷹島小学校

鷹島保育所

鷹島中学校 グループホーム
たからじま

対象施設及び避難行動要支援者 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態

鷹島保育所 63人

鷹島小学校 88人

鷹島中学校 43人
合 計 194人

学
校･

保
育
所

グループホーム
たからじま 18人

高齢者
生活福祉ｾﾝﾀｰ

すいせんえん

水仙苑
13人

合 計 31人

鷹 島 357人

黒 島 11人

合 計 368人

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設

妊
婦
等(※

１)

②

在
宅
の
避
難
行
動
要
支
援
者
①

たかしま くろしま

たか しま

くろ しま

たかしま

たかしま

たかしま

※2 不測の事態により確保した輸送能力
で対応できない場合など、関係自治体の
要請により実動組織（警察、消防、海保
庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

避難準備を
開始

保護者

引渡し

＜避難元で引渡しできなかった者＞

各学校
・保育所

陸路避難
避難先
はさみちょう

（波佐見町）

保護者

引渡し

教職員同乗により避難

避難準備を
開始

＜支援者が同行することで避難可能な者��24人＞

各医療機関・
社会福祉施設

陸路避難
避難先施設
ひがしそのぎぐん

（東彼杵郡他）

＜避難の実施により健康ﾘｽｸが高まる者��7人＞

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港海路避難

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港海路避難

くろしまこう
黒島港

みくりやこう
御厨港

避難準備を
開始

避難先
はさみちょう

（波佐見町）

支援者同乗により避難

＜①のうち支援者が同行することで避難可能な者��124人、②��223人＞

＜①のうち避難の実施により健康ﾘｽｸが高まる者��21人＞
屋内退避施設

(高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑（すいせんえん）、黒島住民ｾﾝﾀｰ)

陸路避難

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港

集合場所・
自宅等

海路避難

支援者同乗により避難

（※）屋内退避施設には、入院患者、入居者の
ほか、その支援者、市職員等が入る予定

たかしま くろしま

すいせんえん くろしま

まつうらし

まつうらし

くろしま

たかしま

たかしま

たかしま

屋内退避施設
（高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑（すいせんえん））

（※）屋内退避施設には、入院患者、入居者の
ほか、その支援者、市職員等が入る予定

＜放射線防護対策施設＞
黒島住民ｾﾝﾀｰ

収容可能者数:65人

くろしま

＜放射線防護対策施設＞
高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑

収容可能者数:50人

すいせんえん

【凡例】
��港
��集合場所

H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
��防災離着陸

候補地

たかしま くろしま まつうらし
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※1 妊婦、授乳
婦、乳幼児、乳幼
児とともに避難す
る必要のある者、
安定ヨウ素剤を服
用できないと医師
が判断した者



鷹島・黒島（長崎県松浦市）において避難を円滑に行うための対応策②

Ø 鷹島、黒島における12地区において、自家用車で避難できない住民は493人。

Ø 鷹島の住民は、施設敷地緊急事態で避難準備を行い、全面緊急事態になった場合、自家用車により避難先へ移動。

なお、自家用車で避難できない住民は、長崎県又は松浦市が手配するﾊﾞｽや船舶により避難先へ移動。また黒島の

住民は、海路にて避難を実施。

（自家用車で避難出来ない住民の避難）

①阿翁

東彼杵郡波佐見町

避難所

ひがしそのぎぐんはさみちょう

＜避難集合場所＞
鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・

文化交流ｾﾝﾀｰ

②阿翁浦

③日比

④中通

⑤原

⑥三里

⑧殿ﾉ浦

⑨神崎

⑩石川

⑪里

地区名 自家用車避難
できない住民数

施設敷地緊急
事態の対応

全面緊急事態の
対応合計

くろしま
黒島 43人 43人

あおう
阿翁 93人

379人

あおううら
阿翁浦 114人

ひび
日比 8人

なかどおり
中通 88人

とののうら
殿ﾉ浦 20人

こうざき
神崎 40人

いしごう
石川 4人

さと
里 12人

ふなとうづ
舩唐津 14人

71人はる
原 31人

さんり
三里 26人

合計 493人

避
難
先
（
波
佐
見
町
（
は
さ
み
ち
ょ
う
）
）

くろしまこう
黒島港

みくりやこう
御厨港

（集合場所）
くろしまこう
黒島港

陸路避難

海路避難

とののうらこう

殿ﾉ浦港

くろしまこう

黒島港

いまふくこう

今福港
みくりやこう

御厨港

ふなとうづこう

舩唐津港

あおう
阿翁

あおううら
阿翁浦

ひび
日比

なかどおり
中通
はる
原

さんり
三里

ふなとうづ
舩唐津

とののうら
殿ﾉ浦

いしごう
石川

さと
里

くろしま
黒島

舩唐津公民館

避難準備を
開始

避難準備を
開始

避難準備を
開始

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港

（集合場所）
たかしま
鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・

文化交流ｾﾝﾀｰ

海路避難

陸路避難

（集合場所）
ふなとうづこうみんかん
舩唐津公民館

海路避難 ふなとうづこう
舩唐津港

みくりやこう
御厨港

鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・文化交流ｾﾝﾀｰ

たかしま くろしま

たかしま

（※松浦市におけるｱﾝｹｰﾄ調査を踏まえた推計）

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

避難先��波佐見町
（波佐見町体育ｾﾝﾀｰ、他4施設）

こうざき
神崎

まつうらし

まつうらし

くろしま

はさみちょう

はさみちょう

【凡例】
��港
��集合場所

H ��ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
��防災離着陸

候補地
H

たかしま くろしま まつうらし

たかしま

ふなとうづこうみんかん
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災
組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、自家用車で避難できる住民は自家用車で避難先へ移動。自家用車で避難できない住民は、

集合場所である福島体育館等まで徒歩又は車両で移動した後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見

町内の波佐見町総合文化会館ほか11施設まで移動。仮に陸路避難が困難な場合は、福島港から長崎県、松浦市が確保

する船舶により浦ﾉ崎港まで移動し、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見町へ移動。なお、避難の

実施により健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である福島保健ｾﾝﾀｰに屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、福島保健ｾﾝﾀｰに備蓄。

ふくしま まつうらし

福島（長崎県松浦市）における防護措置

避難先��波佐見町
（波佐見町総合文化会館、他11施設）

防災離着陸候補地

（福島町総合運動公園）

＜放射線防護対策施設＞
ふくしま
福島保健ｾﾝﾀｰ

収容可能者数��50人

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

ふくしま
・ 福島保健ｾﾝﾀｰ

うらのさきこう

浦ﾉ崎港

ふくしまこう

福島港
ふくしま
福島大橋

まつうらし

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

ふくしま まつうらし は さ み ちょ う

は さ み ちょ う ふくしまこう まつうらし

うらのさきこう

ふくしま

まつうらし

ふくしま

はさみちょう

ふくしま

福島
人口��2,444人
面積��17.26 km2

ふくしまこう

福島港

うらのさきこう

浦ﾉ崎港

はさみちょう

はさみちょう

ふくしまちょう

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸

候補地

ふくしま
福島体育館

＜参考＞定期航路
福島港～浦ﾉ崎港
（定員70人）
標準所要時間約15分

ふくしまこう うらのさきこう

PAZ



とびしま まつうらし

飛島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、避難集合場所である飛島地区放射線防護対策施設まで徒歩で移動した後、

飛島港から長崎県、松浦市が確保する船舶により今福港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により

避難先となる東彼杵町内総合会館まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や避難の実施によ

り健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である飛島地区放射線防護対策施設に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、飛島地区放射線防護対策施設に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
とびしま

飛島地区放射線防護対策施設
収容可能者数��60人

いまふくこう

今福港

とびしまこう

飛島港

いまふくこう

今福港

とびしまこう

飛島港

ひがしそのぎちょう

避難先��東彼杵町
（総合会館）

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

・飛島地区放射線防護対策施設

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織
（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ支援を実施

まつうらし

ひがしそのぎちょう

とびしまこう

とびしま

とびしま

とびしま

まつうらしまつうらし

とびしま

いまふくこう

とびしま

飛島
人口��37人
面積��0.5 km2

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸

候補地

防災離着陸候補地

(飛島港)
とびしまこう

＜参考＞定期航路
飛島港～今福港
（定員96人）
標準所要時間約10分

とびしまこう いまふくこう

PAZ



あおしま まつうらし

青島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である青島小中学校まで徒歩又は車両で移動した後、青島港から

長崎県、松浦市が確保する船舶により御厨港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先施設

となる波佐見町内の折敷瀬郷集落センターまで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や避難の

実施により健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である青島小中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、青島小中学校に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
あおしま
青島小中学校（校舎）

収容可能者数��290人

島内における生活物資・
放射線防護資機材の備蓄場所

あおしま
・ 青島小中学校（校舎）

みくりやこう

御厨港

あおしまこう

青島港
みくりやこう

御厨港

あおしまこう

青島港

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が
必要に応じ支援を実施

防災離着陸候補地

（青島小中学校）

はさみちょう
避難先��波佐見町

おりしきせごう
（折敷瀬郷集落センター）

まつうらし

あおしま あおしまこう

まつうらし みくりやこう まつうらし

は さ み ちょう おりしきせごう

あおしま

あおしま

あおしま
青島

人口��190人
面積��0.9 km2

あおしま

【凡例】
��港
��集合場所
��防災離着陸

候補地

＜参考＞定期航路
青島港～御厨港
（定員96人）
標準所要時間約20分

あおしまこう みくりやこう PAZ
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